
 小石和、唐柏、向田地区は石和西小学区となる。

明治　６年　３月 唐柏学校、井戸学校創設 平成　６年　８月１２日 校庭西側排水側溝工事完了

明治１１年　１月 井戸、唐柏学校が合併して富士見小学校となる 平成　７年　７月２５日 南館前歩道工事完了

明治２２年　２月１８日 校舎落成 平成　９年　８月３０日 校庭散水施設完成

明治２２年　９月１１日 富士見尋常小学校と校名変更 平成　９年　９月２６日 校舎耐震補強工事完了

明治２５年　６月２７日 富士見尋常高等小学校と校名変更 平成１０年　２月１０日 健康推進学校大規模校表彰

明治３６年　５月　５日 校舎落成 平成１０年１０月１８日 学校保健統計調査文部大臣表彰

大正１２年　９月 関東大震災により校舎修築 平成１０年１１月１２日 日本学校体育研究連合会表彰

大正１４年　４月　８日 校舎落成 平成１２年　２月　５日 コンピュータ教室完成　

昭和１６年　４月　１日 富士見国民学校と校名変更 パソコン器具設置（２１台）

昭和２０年　７月　７日 空襲のため校舎焼失 平成１２年　８月 プレハブ棟完成

昭和２１年　６月１２日 新校舎１号館落成 平成１２年　９月　１日 学童保育開始

昭和２２年　４月　１日 富士見小学校と校名変更 平成１４年　４月 文部科学省指定　地域ぐるみの

昭和２２年　７月１２日 新校舎２号館落成 学校安全推進モデル事業校」　　　

昭和２３年　２月１１日 全校舎落成祝賀会 平成１５年　１月 学校給食優良校表彰受賞

昭和２８年　４月　３日 富士見中学校と校舎交換 平成１６年　３月 石和西小学校と分離

昭和３４年　３月　８日 屋内体育館落成 平成１６年　３月 プレハブ棟撤去

昭和３５年　３月　６日 給食調理室落成 平成１７年　３月１８日 環境にやさしい学校の認定証受領

昭和３６年　４月　５日 給食開始 平成１７年　４月　１日 文部科学省指定

昭和３６年１０月１６日 校旗樹立式、校歌発表会挙行 「学力向上拠点形成事業」拠点校　　　　　　

昭和３７年　１月２３日 北校舎類焼 平成１７年　８月 校舎改修工事

昭和３９年　１月２０日 改築校舎落成 平成１７年　９月　８日 学校給食文部科学大臣表彰

昭和４０年　７月　３日 プール竣工 平成１８年１１月２９日 学力向上拠点形成事業プレ公開研究会

昭和４４年　８月２８日 特別室(図書室)完成 平成１９年１１月１４日 学力向上拠点形成事業公開研究会

昭和５１年　５月　１日 プレハブ音楽室、職員室増築工事完了 平成２２年　２月　８日 コンピュータ教室パソコン入れ替え　

昭和５４年　１月２０日 新校舎建設のためプレハブ校舎建設開始 職員室PC設置（２８台）

昭和５４年　３月２８日 旧校舎とりこわし完了 平成２２年１２月 ソーラーパネルの設置

昭和５４年　３月３０日 新校舎(永久建築）建設起工式 平成２３年　１月 トイレ改修

昭和５５年　１月２０日 新校舎へ移転完了 平成２４年　９月 下水道整備完了

昭和５５年　５月２１日 新校舎竣工式 平成２５年　２月 普通教室エアコン工事完成

昭和５９年　８月　３日 屋内運動場起工式 平成２６年　２月 学力向上パイロットスクール公開研究会

昭和５９年１０月１７日 鈴木元徳教育奨励資金贈与式 平成２６年　９月 体育館吊り天井撤去工事完成

昭和６０年　３月１６日 屋内運動場竣工式 平成２８年１０月 コンピュータ教室タブレットＰＣ導入

昭和６０年　７月２９日 プール竣工式 令和　元年　６月 環境教育　環境大臣表彰

昭和６０年　９月２５日 校庭拡張整備工事完了 令和　元年　８月 センター給食開始（石和地域全小学校）

昭和６１年　８月　７日 校庭トイレ、図工室渡り工事完了 令和　元年　９月 給食室改修工事・多目的室完成

昭和６３年　８月３０日 給食室拡張工事完成 令和　２年　６月 散水スプリンクラー改修

平成　２年　４月　８日 鈴木元徳教育奨励資金贈与式 令和　２年１０月 大型提示装置・教師用タブレットＰＣ導入

平成　４年　２月　４日 手塚賞受賞 令和　３年　１月 手洗い場自動水栓の設置

平成　４年　８月１２日 西校舎増築起工式 令和　３年　３月 児童用１人１台タブレットＰＣ導入

平成　５年　２月１６日 学校保健推進優良校表彰受賞 令和　５年　４月 学校運営協議会の設置(コミュニティ・スクール)

平成　５年　３月３１日 西校舎増築工事竣工式 令和　５年１１月 体育館トイレの洋式化

平成　５年１２月　２日 日本学校歯科医会表彰受賞

　県下有数の水害地であり、明治４０年８月の大洪水には、全村４５０余ヘクタールが平均１．５ｍの

地域の概要
１ 地区と甲府盆地の概要
　　富士見地区の河内地内に佐久神社があり、その拝殿には中央石がある。一名かなめイシ（要石）とも
　いわれ、山梨県の中心を示す標柱であり、これはすりばち形の甲府盆地の底辺である証拠になっている。
２ 周辺山地の崩壊による扇状地の土砂堆積地
　　富士見地区は、四方の山地が崩れて扇状地となり、その全域が砂礫を押し込んで,海抜２６０ｍ前後の
　窪地をつくりあげ、中の沖積層の上に集落が発達したところであり、ここに住みついたのは弥生式時代と
　もいわれ笛吹川東部の向田地区には、弥生式土器が発掘されている。
３　富士見地区は旧富士見村
　　小石和、東高橋、井戸、唐柏、今井、河内、砂原、東油川の８つの村が明治８年１月２９日に合併して
　富士見村が誕生した。東南の鵜飼川（現笛吹川）と北西の笛吹川（現平等川）を境界としていたため、

学校の沿革

　土砂に埋没した。当時の惨状と住民あげての復旧工事については今も語り継がれている。
４　石和町に合併　　昭和３４年４月、町村合併により石和町となる。
５　笛吹市誕生　　　平成１６年１０月、町村合併により笛吹市となる。
６　学校分離　　　　東高橋、今井、井戸、河内、砂原、恵比寿、東油川地区は富士見学区となり、

７　地域の気候　　　盆地特有の気候で、夏は高温多湿で、冬は寒く乾燥する。
８　都市化が進む富士見地区
　　観光地石和温泉、県庁所在地甲府市に接し、年とともにかつての田や畑は住宅地となってきている。
　ちなみに大正初年の富士見村の世帯数は４２５であったが、現在では５０００近くに増加してきている。
　　農業も稲作・れんこんづくりから野菜類栽培や桃・柿・ぶどうといった果樹栽培へとその内容を変えて
　きている。兼業農家も多くなってきている。農業従事者が極端に減り、第２次産業や第３次産業が多く
　なってきている。特に第３次産業従事者の数の増加はめざましい。


